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　　水戸市社会福祉協議会（社協）は、「誰もが元気で安心して暮らせる福祉のまちづくり」を進めています

　水戸市社会福祉協議会は法人化50周年記念事業として市内の老人福祉センターの教室やクラブ受講生による合同
発表会を盛大に開催しました。（令和２年２月６日～７日 ザ・ヒロサワ・シティ会館）
　水戸市社会福祉協議会は、これからも地域の福祉を増進し、誰もが住み慣れた地域でいきいきと暮らせる「福祉のま
ち水戸」を目指して邁進してまいりますので、皆さまの温かいご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

社会福祉法人 水戸市社会福祉協議会 法人化50周年記念事業

― 柳堤荘，あかね荘，葉山荘，長者山荘，常澄，南部，末広 ―
水戸市老人福祉センター 合同発表会



　　水戸市社会福祉協議会は皆さまとともに「福祉のまち水戸」の実現に取り組みます。
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　7月28日（日）水戸市南部老人福祉センターふれしあで、
日本オセロ連盟茨城ブロックの協力を得て、7歳から83歳
の26名が世代を超えたオセロの真剣勝負に挑みました。
大人に負けて悔し涙を流す小学生、子どもとの試合に奮
闘する高齢者、家族を応援する見学者など、会場は熱い
空気に包まれました。試合の後や昼食時に楽しそうに話
をする参加者の姿も見られ、貴重な多世代交流の機会に
なりました。

　市内の老人福祉センターでの予選を勝ち抜いてきた、囲
碁と将棋の強者22名による初めての頂上決戦として、12月
10日（火）水戸市南部老人福祉センターふれしあで、「交流囲
碁・将棋大会」を開催しました。会場は白熱ムードと緊張感
に満ちて、トーナメント戦が進むにつれてギャラリーも増え、
みんなで盤面を囲む形になっていきました。
　囲碁・将棋とも、上位3名に表彰状と副賞のお米が贈ら
れました。たまにはいつもと違う相手と勝負をするのもおも
しろいという声もあり、粛 と々しながらも楽しい記念大会に
なりました。

大人と子どもの真剣勝負

三世代交流オセロ大会

遠征試合を楽しみました

交流囲碁・将棋大会

いろいろな世代が交じり合って対戦

白熱する試合会場

表彰式の後、みとちゃんと一緒に記念写真

上位 3 位に入賞された皆さま

お互い譲らない真剣勝負

普段とは違う相手に挑みます

笑顔のじゃんけんで試合スタート

注目の決勝戦

　 法人化50周年記念事業



　　水戸市老人福祉センターは、4月から「水戸市いきいき交流センター」に名称が変わります。
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　12月16日（月）～20日（金）水戸市役所本庁舎多目的ス
ペースで、法人化50周年記念事業「合同作品展示会」を開
催しました。市内７か所の老人福祉センターで学ぶ受講生
の力作（フラワーアレンジメント、書道、編物、エコクラ
フト、陶芸、絵手紙、墨絵、絵画、ちぎり絵）約350点を
展示し、期間中600名以上の観覧者が訪れました。高齢に
なってから始めたとは思えない、素晴らしい作品が多いで
すねという声もいただきました。

　11月から12月にかけて、水戸市末広
老人福祉センターあじさいと、水戸市
南部老人福祉センターふれしあで作品
展示発表会を開催しました。
　教室やクラブの受講生による数々の
作品展示やステージ発表など、日頃の
成果が華やかに披露されました。
　水戸市老人福祉センターでは、教
室・クラブで学ぶ喜びや、仲間と交流
する楽しさを感じる生きがいづくりの
お手伝いをしています。興味のある方
は、水戸市社協ホームページや広報み
と2月15日号の令和２年度教室受講生
募集案内をご覧ください。

日頃の力作が勢ぞろい

合同作品展示会

災ボラ本部が設置された長者山荘の受講生の作品も出品されました

歌謡、フラワーアレンジメントの発表

絵てがみ、太極拳の発表

市役所多目的スペースに設営された展示会場

期間中大勢の観覧者が訪れました 茶道教室の方々によるお茶が振る舞われました

あじさい　11/9・11/10

ふれしあ　11/30・12/1

QRコード→

あじさい
・ふれしあ

作品展示発表会



　　赤い羽根共同募金の助成金は、ともに支えあう地域福祉の推進に役立っています。
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第2回常磐ふれあい交流会（常磐支部）

第28回ふれあい昼食会（石川支部）

ひとり暮らしの方とのふれあいの集い（見川支部）

　12月6日（金）社協常磐支部は常磐市民センターで「第2回常磐ふれあい交
流会～小学生とのふれあい給食～」を開催し、地域の高齢者や関係者約70
名が参加しました。常磐小学校の1年生が元気いっぱいの歌やダンスで歓
迎すると参加者は嬉しそうに盛大な拍手を贈りました。その後、小学生と
参加者は手を繋いで常磐小学校の多目的ルームに移動し、みんなで一緒に
給食を食べました。可愛い小学生と食べる給食はとてもおいしいね、と参
加者も素敵な笑顔になっていました。

　12月1日（日）社協石川支部は「第28回ふれあい昼食会」を開催し、会場の
石川市民センターに約100名の高齢者や関係者が集まりました。金屏風を
バックにしたステージで、地域の芸達者の方々が次々と見事な歌や舞踊、
楽器演奏などを披露し、会場は拍手喝采で盛り上がりました。大勢のスタッ
フがおもてなしの気持ちでそれぞれの持ち場を担当し、参加した高齢者の
方々は、リラックスしながら楽しそうに過ごしていました。

　12月1日（日）社協見川支部は見川市民センターで「ひとり暮らしの方との
ふれあいの集い」を開催しました。地域の方々総勢80名以上が集まり、ひ
たちなか市のトランぺッター石井幸次郎さんとボーカリスト菊池千明さん
の演奏や歌を楽しみました。生活用品が当たるくじ引きで笑顔になったり、
演奏に合わせて歌ったり、明るく声を掛ける見川支部のスタッフと話した
り、食事をしながら地域の仲間と楽しく交流しました。

常磐小学校1年生の元気いっぱいのダンス

おいしい昼食と楽しい会話で盛り上がる会場

素敵な演奏に合わせて気持ち良く合唱

小学生の可愛らしさに拍手喝采

お楽しみ抽選会ではドナルドダックが大活躍

石井幸次郎さんのトランペットの音色に聴き入ります

参加者に手作りのプレゼントが贈られました

次々と披露されるアトラクションに拍手喝采

菊池千明さんのリードで楽しく歌います

一緒においしい給食を食べました

素敵な発表に魅入ります

スタッフの優しい声掛けでくつろぐ参加者

〈歳末たすけあい募金助成事業　〉



　　皆さまより集められた社協会費は、支えあい・助けあいのための事業推進を支えています。
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内原地区ふれあい食事会（クリスマス会）（内原支部）
　12月12日（木）社協内原支部は内原市民センターで「内原地区ふれあい食
事会（クリスマス会）」を開催し、招待者や関係者など50名以上が参加しま
した。坪井支部長は、今年度から妻里支部と鯉淵支部が設立したことで、
これまでの食事会より人数は少なくなりましたが、各支部としての活動も
内原地区3支部合同の活動も、力を合わせてやっていきましょうと挨拶を
しました。アトラクションやサンタクロースが登場するお楽しみ抽選会な
ど、参加者は楽しいひとときを過ごしました。大道芸人ゆきたさんのアトラクション

エムズ・ラテン・ジャズバンドの演奏 アトラクションに盛大な拍手を贈りました 優しいサンタさんとハイタッチ

　水戸五八・五八会は、12月14日（土）歳末地域たす
けあい事業として恒例のそばまつりを開催しまし
た。会員15名ほどが集まって、打ちたてのおいしい
けんちんそばを、高齢者施設に入所されているみな
さんに振る舞いました。

ボランティアサークル　水戸五
ご や

八・五
ご や

八会
かい

「第８回　そばまつり」

熟練の
そば打ちの技が
光ります

おいしいそばと
おしゃべりを
楽しんで
くださいね

笑顔が素敵な
水戸五八・
五八会の
メンバー

助    成    先 申請数 助成額

在
宅
者

ひとり暮らし高齢者世帯 281件 2,248,000

ねたきり、認知症高齢者世帯 2件 16,000

準要保護世帯 28件 224,000

重度障害者（児）世帯 51件 408,000

未就学児のみを養育している母子父子世帯 2件 16,000

●在宅者援護金助成　計 364件 2,912,000

●歳末地域たすけあい事業助成 105件 5,003,000

助成諸経費 229,733

合　　　　　計 8,144,733

（単位：円）

令和元年度  水戸市の歳末たすけあい事業実績表

水戸市社会福祉協議会では、今年度「歳末地域た
すけあい事業」として、ふれあい交流会の他に
一人暮らし高齢者見守り配食 / 多世代交流 / 
子育て支援 / 福祉施設での交流 /
障害者の社会活動参加支援 / 
地域ふれあい交流 / 児童育成

など105件の活動を助成しました。



　　社協の各種事業には、赤い羽根共同募金の助成金が活用されています。
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・令和元年台風15号・19号大雨千葉県災害義援金
・平成30年7月豪雨災害義援金
・平成30年北海道胆振東部地震災害義援金
・平成28年熊本地震義援金

令和元年台風19号茨城県災害義援金への
ご協力、ありがとうございました

～現在募集中の義援金のご案内～

令和元年度
社会福祉法人　水戸市社会福祉協議会
賛助会員・団体会員の皆さま
ありがとうございます
いただいた会費は、地域福祉推進の貴重な財源として
活用いたします。今後も会員を増やす努力をしてまいり
ますので、よろしくお願いいたします。

賛助会員の皆さま
（一財）茨城県住宅管理センター，㈱アビック，㈱ロシナンテ，
㈲ロビンス熱工業，水戸地方食糧販売企業組合，㈱ニシノ
産業，アクアテクノ㈱，水戸通信工業㈱，㈱坂塲商店，中
央みるくセンター，和興自動車㈱，茨城サニット㈱，遠藤
米穀店，中央労働金庫水戸支店，自立生活センターＣＩＬ
いろは，ＴＡ．ＡＧＥＮＴ，㈲ワイズピット，茨城県火災共
済協同組合，第一熱学建設㈱，㈱トヨタレンタリース茨城，
ハタミ特装㈱，東京美装興業㈱茨城営業所，㈱三浦商店，
㈱フジタビジネスマシンズ，ウルノ商事㈱，㈱アイデム水戸
営業所，菊地設備工業㈱，茨城警備保障㈱，（福）徳泉会，
（福）茨城県社会福祉事業団，大昭和カーペット㈱，㈲サ
インボード・ジュン，エース産業㈱，㈲勤協商会，㈱暁恒
産，水戸プラザホテル，㈱サンアメニティ茨城支社，総合
病院水戸協同病院，（特非）ひと・まちねっとわーく，㈱田徳，
㈱電化センタータカハシ商会，（福）ユーアイ村，笹沼自動車
整備工場，㈱水戸アロー，セキショウカーライフ㈱，新安
全警備保障㈱，いばらきコープ生活協同組合，橋本電炉工
業㈱，（一社）ＭＩＪＷ-水戸発夢を叶えるプロジェクト

団体会員の皆さま
小野修一郎税理士事務所，（福）光風会，（福）愛の会特別養護
老人ホーム双葉陽だまり館，（福）ひだまり会障害者自立支援セ
ンターつばさ，（福）恒勝会ライフピア河和田，（福）清香会育心
園，（福）緑会みどり園，（福）くれよん，（特非）虹の会，（福）恵和会，
（福）愛友園，（特非）水戸に精神障害者のくらしを作る会おらい
水戸，（福）北養会介護老人保健施設くるみ館，（福）恒勝会ライ
フピア青柳，（福）豊心の会，（一財）安寿苑ローズヴィラ水戸，日
本赤十字社茨城県支部乳児院，（医）それいゆ会べるびー水戸，
水戸市医師会，（福）栄寿会第二若葉園，（福）小川会，（福）尚生会
介護老人福祉施設グリーンハウスみと，（福）聖光学園，（福）や
まびこの里福祉会，（福）同仁会内原深敬寮，（福）地球の子ども
会，（福）同仁会内原和敬寮，（福）愛正会愛正会記念茨城福祉医
療センター，（福）祐徳会，（福）北友会特別養護老人ホーム渡里
すずらん苑，㈱マネジメントセンター，（福）大翔会，（福）親愛会，
（特非）オプティマム，（福）ひだまり会ゆきわりそう，（福）ひだまり
会，（福）勇成会障害者支援施設ありすの杜，（福）清香会あゆみ
園，㈱ツクイ水戸営業所，あけぼの学園，（福）公重会，（福）聖
光学園，（特非）ふくろう

区　分 地　区 実績額 地　区 実績額

戸　

別　

募　

金　
（
小
学
校
区
ご
と
）

三の丸 727,281 笠　原 873,550
五　軒 583,900 寿 1,061,420
新　荘 834,600 吉　田 830,100
常　磐 1,123,700 吉　沢 1,055,200
堀　原 912,700 酒　門 1,105,300
浜　田 742,600 上大野 414,600
城　東 922,050 柳　河 515,700
千　波 1,301,590 渡　里 981,040
見　川 921,200 国　田 389,300
梅が丘 1,269,350 飯　富 496,500
石　川 1,220,100 下大野 410,900
赤　塚 376,885 稲荷第一 564,900
河和田 866,300 稲荷第二 236,600
上中妻 894,800 大　場 336,700
双葉台 1,078,900  内　原 876,900
山　根 163,800  鯉　淵 820,400
緑　岡 1,799,090  妻　里 718,300

小　　　　　計 27,426,256

  

法
人
・
団
体
・
篤
志
家
募
金

（
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
ご
と
）

 中　央（三の丸・五軒・柳河） 972,000
 新　荘 497,000
 常　磐 412,000
 石　川 259,000
 東　部（浜田・城東・上大野） 820,000
 南　部（吉田・吉沢・酒門） 703,010
 緑　岡（緑岡・笠原・寿） 817,000
 見　和（見川・梅が丘） 254,000
 千　波 498,000
 渡　里（渡里・堀原） 403,000
 北　部（国田・飯富） 10,000
 赤　塚（赤塚・河和田・双葉台・山根・上中妻） 569,000
 常　澄（下大野・稲荷第一・稲荷第二・大場） 189,000
 内　原（妻里・内原・鯉淵） 364,000
 事務局 660,000

小　　　　　計 7,427,010
・街頭募金 320,281
・イベント募金 417,355
・職域募金 211,372
・学校募金 215,761
・その他 149,347

小　　　　　計 1,314,116
合　　　　　計 36,167,382

県共募預かり金
（募金ができる自動販売機からの寄付金など） 206,178

総　　合　　計 36,373,560

令和 2年1月31日現在（単位：円）

～ご協力に感謝申し上げます  ～
令和元年度

水戸市の共同募金・歳末たすけあい募金実績表



　　水戸市社協34支部の地域福祉活動には、社協会費が活用されています。
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〇各社協支部の事業や地域福祉活動の資金になっています。
令和元年度　社協会員会費実績表 （単位：円）

支部名 会費実績額 支部名 会費実績額
三の丸 848,200 寿 962,950
五   軒 771,300 吉   田 956,800
新   荘 763,600 吉   沢 991,000
常   磐 983,700 酒   門 1,031,600
堀   原 730,100 上大野 319,500
浜   田 1,255,800 柳   河 397,000
城   東 1,168,500 渡   里 886,950
千   波 1,650,500 国   田 333,500
見   川 1,226,000 飯   富 417,600
梅が丘 1,608,800 下大野 343,000
石   川 1,021,200 稲荷第一 418,500
赤   塚 342,300 稲荷第二 262,000
河和田 733,200 大　場 267,000
上中妻 670,500 内　原 663,500
双葉台 1,061,200 鯉　淵 603,600
山   根 118,500 妻　里 526,500
緑   岡 1,475,600 事務局 477,000
笠   原 815,000 合   計 27,102,000

ご協力ありがとうございました。 令和２年１月31日現在

　12月27日（金）知的障害者就労支援施設はげみで忘年会を開催しまし
た。みんなで楽しくお菓子にデコレーションをしたり、一人ひとりが
2019年に一生懸命取り組んだことや2020年にがんばりたいことを元気
に発表しました。最後は、愛パーク祭で発表するために練習してきた
ダンス「U.S.A.」を全員で踊り、大盛り上がりで１年を締めくくりました。

　保育所に入所していない、生後6か月～就学前のお
子さんの一時保育をしています。（月～土、祝日も可）
・１日のお預かり（9:00～17:00）
・半日のお預かり（9:00～13:00，13:00～17:00）

　家族の外出の
都合や緊急時の
サポートだけで
なく、保護者の
リフレッシュや
疲れ解消のお役
に立ちます。

一時預かり事業所『スマイルキッズ』
（幼児教育・保育無償化対象施設）

〇 詳しい利用方法は水戸市社会福祉協議会ホーム
ページの「利用する」をご覧ください。

■QRコードはこちら→

来年もがんばります！と元気に誓いました。

思い思いにお菓子をデコレーション 特技のピアノ演奏を披露 全身で思いっきり楽しんだダンス「U.S.A.」

今年頑張ったことと来年の目標を発表

お子さんの一時預かりを利用してみませんか？



　　赤い羽根共同募金の助成金は、ともに支え合う地域福祉の推進に役立っています。
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心配ごと
相 談

あなたのあらゆる心配ごとや悩みごとの
相談に無料で応じます。当日受付順に
相談をお受けします。 （電話相談不可）

日　時　毎週木曜日（祝日を除く）
　　　　13時から15時30分まで受付
場　所　水戸市福祉ボランティア会館
　　　　水戸市赤塚1-1　ミオス2階
問合せ　水戸市社会福祉協議会
　　　　電話  ０２９-３０９-５００１

水戸市災害ボランティアセンター運営報告

災害ボランティアセンター運営訓練・防災ボランティアリーダー養成研修会

令和元年 台風19号 被災者支援

　令和元年台風19号による被災者を支援するため、
水戸市社会福祉協議会は令和元年10月14日に「水戸
市災害ボランティアセンター」を開設しました。
　水戸市災害ボランティアセンターは、水戸市災害
対策本部、茨城県、茨城県社協、災害ボランティア
活動支援プロジェクト会議、県西・稲北ブロック社
協、支援者などの協力を得て、行政と調整を図りな
がら被災者の支援を行いました。
　その後、ボランティアによる支援のご要望に一定
の収束が認められたため、12月5日に水戸市災害ボラ
ンティアセンターを閉所し、水戸市社協赤塚事務局
内に「被災者支援ボランティア相談窓口」を開設して、
令和2年2月5日まで運営しました。（その後の災害ボラ
ンティアに関するご相談は、水戸市社協のボランティ
アセンターでお受けしております）

　1月13日（月・祝）アダストリアみとアリーナで「令和元年度災害ボラン
ティアセンター運営訓練・防災ボランティアリーダー養成研修会」を開催し
ました。（主催：水戸市社協・茨城県社協、共催：水戸市）
　本会は平成29年度に「災害ボランティアセンター設置・運営マニュアル」
を作成し、平成30年度に職員対象の運営訓練を実施。そして今年度に地域
住民参加の訓練・研修の計画を進めてきたところ、台風19号が発生し、被
災者支援のために災害ボランティアセンターを立ち上げ運営してきました。
今回の訓練・研修会は、その経験を踏まえ、より迅速かつ的確なものとな

りました。約140名の参加者が、被災者、運営者、ボランティアの役を何度も繰り返した後、茨城県社会福祉
協議会防災活動アドバイザーの講義を受け、災害ボランティアセンターのあり方を学びました。また昼食には、
非常時用アルファ米などを使った炊き出し配給訓練も行い、より災害時への備えを講じたものになりました。

水戸市災害ボランティアセンター、
被災者支援ボランティア相談窓口　活動報告

ボランティア
活動派遣
件数

ボランティア
活動派遣
延べ人数

水戸市
災害ボランティア
センター
（令和元年10月14日
  ～12月5日）

589件 4,353名

被災者支援
ボランティア
相談窓口
（令和元年12月6日
  ～令和2年2月5日）

7件 19名

合計 596件 4,372名

被災者からの支援依頼を聞き取る訓練

導線を考えた会場設営

研修会講師　茨城県社会福祉協議会
防災活動アドバイザー　米澤 智秀 氏

アルファ米を使用した炊き出し訓練
（協力：Cookぼーの）

〈 〉



　　皆さまよりお寄せいただいたご芳志は、支えあい・助けあいの各種事業に活用されています。
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編 集 後 記

使用済切手・プリペイドカード類・物品等
水戸ヤクルト販売㈱ / 美好 / 岩満晶子 / 水戸更生保護女性
会 / 手話サークルたんぽぽの会 /  水戸市民生委員児童委員
連合協議会 / 岡﨑彪志 / 金子篤三 / 水戸保護観察所社会
貢献活動係 / 渡邊みね子 / 宮下かし子 / 関東サービス㈱ / 
千波市民センター / 矢野電設㈱ / 小柳輝子 / 神白常子 / 内
原民協 / 杉山キミ / 市介護保険課 / 町山節子 / 忍垂宣子 / 
㈲カネミツ商会 / 水戸市シルバー人材センター手芸サークル / 
混声合唱団コール水戸 /真下寿宣 / 内科石川医院 / 新荘市
民センター、社協新荘支部 / ばるーん・レインボー / ときわふ
れあいでんわの会 / 吉田潤一 /内田博也 / サークル・点心 / 
朗読ボランティア「コスモス」 /あおい玩具㈱ / ムラテック販売 / 
藤咲久子 / 雑賀大介 / 大槻義光 / 和知商事㈱ /川上清 / 
浜田地区高齢者クラブ連合会 / いばらき被害者支援センター / 
双葉台（松）高齢者クラブ / 石の老舗㈱こしば / レディスピア / 
たまり場かねた / 赤塚女性会 / 水戸市医師会訪問看護ステー
ションみと / ㈲清水建設 / 全国国民年金基金茨城支部 / ㈱ニ
シノ産業 / 外岡健夫 / 黒沢勝則 / 檜山省三 / 水戸友の会水
戸方面 / 水戸市シルバーリハビリ体操指導士の会見川支部 / 
皆川榮一 / 野菊の会 / 市川由里子 / 園部美喜子 / ㈱サンア
メニティ茨城支社 / 茨城歌人会 / 中妻郵便局 / あさひ幼稚園 / 水戸ホーチキ㈱ / 郡司孝 / 望
月総合法律事務所 / ㈱匠建築研究室 / 水戸下市郵便局 / 安藤美智子 / 浜田女性会 / 袴塚
中央町内会 / 俳誌ひたち野社 / 相羽晴子 / 城東女性会 / 川村和雄 / 城東ふれあい電話にじ
の会 / 斉藤幸子 / 樋田徳太郎 / 宇都宮市青年会議所振興委員 / 棯﨑ひろ子 / 佐藤征男 / 
雨谷昭一 / 水戸通信工業㈱ / 鈴木佐多子 / 大森芳枝 / 大津映子 / 常磐女性会 / 水戸市
保健センター / 齋藤ひさ / 社協緑岡支部 / 大和ハウス工業㈱ / 常陽ボランティア倶楽部 / 
弓野攝子 / ㈱カワスミ / エキスパート㈱水戸支社 / 濵田妙子 / 床宿美保 / 藤橋よし江 / 丹野
病院 / 池田洋子 / 水戸市シルバーリハビリ体操指導士の会常澄支部 

水戸市社会福祉協議会
令和元年11月～令和２年１月受付分（敬称略・順不同）

寄付金
（社会福祉事業に）
全日食チェーンいずみや / イチカワ㈱ / 南部老人福祉
センター陶楽会 / 南部老人福祉センター陶芸教室 / コ
ミュニティカラオケ福祉団体「納豆の会」 / 真如苑水
戸支部 / 南部老人福祉センター陶芸クラブ / 美容室
RADIO / 水戸ライオンズクラブ / 水戸友の会水戸方面 
/ 茨城新聞文化福祉事業団 / 匿名２件
（災害ボランティアセンター運営等に）
水戸友の会水戸方面 / 水戸医師会看護専門学院学生一
同 / 手話サークルたんぽぽの会 / 真如苑 / （福）常総市
社会福祉協議会 /  水戸市駐車場業組合 / 読売センター 
/ 茨城トヨタ自動車㈱ / 水戸市ボランティア連絡協議会

（令和元年度1月末累計　5,315,669 円）

イチカワ㈱様

真如苑様

水戸ライオンズクラブ様

棯﨑ひろ子様

水戸友の会水戸方面様

コミュニティカラオケ福祉団体
「納豆の会」様

茨城トヨタ自動車㈱様

水戸ヤクルト販売㈱様

〈寄付金をいただきました〉

編　集　 水戸市社会福祉協議会広報委員会
発　行　 社会福祉法人水戸市社会福祉協議会
　　　　 〒 311-4141　水戸市赤塚1-1
　　　　 （水戸市福祉ボランティア会館内）
　　　　 TEL 029-309-5001  
　　　　 FAX 029-309-5525
　　　　 URL  http://www.mito-syakyo.or.jp
　　　　 E-mail  syakyo@mito-syakyo.or.jp

　老後はこんな筈ではなかった。定年後に起業
し、障がい者と共に生きる事業を始めた時から

私の生活は一変しました。
　会社員時代とは全く違う立場に立って、諸々の波を被り、終いに
は発病。定年までは無病息災だったこの私が !? 毎年の様に大規模な
自然災害が起き、TVに映る被災者には掛ける言葉も見つかりませ
ん。しかしそれと同時に、普段世間の人には見えづらい障害者の実
態も、もっと皆さんに理解してほしいと切に願ってしまいます。
　三障害、幅広い年齢層の方が在籍する賑やかなこの場所が今では
私の心の安定に繋がっているのですから不思議なものです。　

『人生万事塞翁が馬』  （宮田　礼彰　記）

〈 〉「福祉ヤクルト」で
クイックテントをいただきました 〈 〉リンゴをいただき

各施設へ配付しました

〈 〉ポップコーン機、綿菓子機を
いただきました

水戸市災害ボランティアセンターに、タオル、マスク、手袋、飲料、食料品など、
たくさんの物品寄付をいただきました。皆さまの温かいお心遣いに心から感謝申し上げます。 常陽ボランティア倶楽部様



令和2年（2020年）3月15日号

（シンボルマークと標語）
水戸市社会福祉協議会ボランティアセンター
〒311‒ 4141 水戸市赤塚1-1（水戸市福祉ボランティア会館内）
TEL 029-309-1011　　FAX 029-309-1139
http://www.mito-syakyo.or.jp
月曜日～金曜日  9：30～12：00  13：00～16：30

問　合　せ　・　申　込　み　等

ボランティアセンター
だより

小さな芽　大きく咲かせる　ボランティア
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第２回ボランティアサークル研修交流会開催
～水戸市ボランティア連絡協議会　２０周年記念～

　水戸市ボランティア連絡協議会（会長平沼賢治）主催により、令和元年度第2
回ボランティアサークル研修交流会が1月19日（日）水戸市福祉ボランティア会
館で開催されました。
　今年は、水戸市ボランティア連絡協議会20周年記念講演として、午前中は、「水
戸市の水害状況と水戸市災害ボランティアセンターの活動」と題して、災害ボラ
ンティアセンター本部長を務めた、水戸市社会福祉協議会井上利昭事務局長より
講演が行われました。 
　災害はいつ起こるか分からない昨今において、昨年は台風19号による災害が
ありました。水戸市の被災状況と災害ボランティアセンターの活動報告を踏まえ、
一人ひとりの状況に応じた防災行動を時系列的に整理し，とりまとめをする「マイ・
タイムライン」の大切さや平時からの防災意識の重要性を学びました。
　午後は、「水戸藩校　弘道館とその教育」と題して、茨城大学名誉教授、鈴木
暎一先生の講演がありました。
　水戸に居住していれば一度は訪れたことがある弘道館ですが、全国の藩校で一
番敷地が広いことや、教育内容もユニークで、学問・武芸の教場だけでなく、医
学館や天文台などもあり、現在でいう総合大学的な役割を果たしつつ、生涯学習
の場でもあったことなどを学び、参加者は熱心に耳を傾けていました。

　ボランティア個人またはボランティアグループなどが
加入申込人（加入対象者）となり、ボランティア個人を
被保険者（保険の補償を受けられる方）として全国社会
福祉協議会が一括して損害保険会社と締結する団体契
約です。
● 令和２年度からプラン見直しにより，①基本プラン・
②天災・地震補償プランの２つになります。

●補償期間（保険期間）
　令和２年４月１日午前０時～令和３年３月31日午後12時まで

※ 活動保険は、申し込み日の翌日から補償対象となり
ます。 ●補償期間（保険期間）

　行事開催期間（加入手続完了日の翌日午前０時以降の
行事開催日から補償されます。）

　地域福祉活動やボランティア活動の一環として日本国
内で行われる各種行事が対象です。

※令和２年度の保険申込み随時受付中！
※詳しくは、ボランティアセンター　℡309-1011（9：30～16：30　土日祝除く）　まで

ボランティア活動保険 ボランティア行事用保険

ボランティア保険（活動・行事用）のお知らせ

●保険料（１名あたり）
①基本プラン ②天災・地震補償プラン

保険料 ３５０円 ５００円

●保険料（１名あたり）
Ａプラン（宿泊を伴わない行事）

Ａ１行事 Ａ２行事 Ａ3 行事
１日２８円

（最低保険料560円）
１日１２６円

（最低保険料 2,520 円）
1日２４８円

（最低保険料 4,960円）
Ｂプラン（宿泊を伴う行事）

１泊２日（２日間） ２４１円
２泊３日（３日間） ２９５円
３泊４日（４日間） ３００円
Ｃプラン（宿泊を伴わないかつ 参加者が事前に特定できない行事）

Ａ１区分の行事
１日２８円（最低保険料 560 円）

※ Ａ1～Ａ3区分については、ボランティア行事用保険パ
ンフレットをご覧ください。

　活動中、ケガをしてしまった、ケガをさせてしまった！また、物を破損させてしまった！そんな時のために、ボラ
ンティア活動保険・行事用保険があります。

茨城大学名誉教授 鈴木暎一先生

事務局長 井上利昭氏


